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公共図書館におけるデジタルアーカイブ

収集・制作管理・公開

事例と課題

第7回知のデジタルアーカイブに関する研究会
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① 稀少／貴重書（古典、歴史文化）

② コレクション（独自資料）

③ 地域・郷土情報（新聞、雑誌、自治体関係資料）

① 学習・教育系（専門書、教科書、実用書）

② レファレンス系（論文、辞書、判例）

③ 情報伝達系（ニュース、雑誌、既刊号）

④ エンタテイメント系（文芸・小説・コミック）

収集・制作管理・公開：ＤＮＰグループの電子図書館サービス

① 図書館報

② 利用者向けサービス情報

③ その他、新しい用途として

新刊既刊図書の

デジタル化配信

図書館所蔵等

地域資料公開

図書館発！

情報発信ツール

電子書籍データ

許諾取得

発 掘

スキャン

新刊既刊

コンテンツデータ

図書館「創造」

コンテンツ

図書館「所蔵」

コンテンツ

デジタル化

創 造

デジタル化

知の生成と流通

プラットフォーム

大学図書館

POD

公共図書館

POD

各種図書館

POD

各図書館にＡＳＰ配信

許諾取得

デジタル化

利用者は、図書館内のＰＣ、自宅

のＰＣで、貸出期間内で利用する

ことが可能

①

②

③
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●紙の本と電子書籍を同時に検索し、貸出、閲覧、返却が可能

収集・制作管理・公開：ＤＮＰグループの電子図書館サービス（ハイブリッド図書館）

電子図書館

（※専用トップページ）
＜電子図書館プラットフォーム＞

○デジタルコンテンツの登録 ○ＤＲＭによるコンテンツ保護

○Ｗｅｂサイトでの公開 ○専用ビューワによる閲覧

ＤＲＭ

サーバ

コンテンツ

サーバ

ファイル

専用

ビューワ
電子図書館

Ｗｅｂサーバ

既存図書館

システム

閲覧

蓄積

登録

保護

※システム構成図

テキストファイル、

ＰＤＦ等

これらの機能をＡＳＰで提供これらの機能をＡＳＰで提供
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収集・制作管理・公開：取組事例紹介（萩市立萩図書館）

萩市立萩図書館資料

著者著者著者著者 高杉晋作

『『『『投獄集投獄集投獄集投獄集』』』』
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これまで制作してきた図書館向け書誌データベースＴＲＣ ＭＡＲＣは電子

書籍にも対応し、図書館と利用者のニーズに対応。

収集・制作管理・公開：ＤＮＰグループの電子図書館サービス（紙＆電子書籍のＭＡＲＣ）

WEB OPACから

の検索した結果

の書誌一覧

書誌TRCMARC（Tﾀｲﾌﾟ）

電子書籍版（＝右図）が

WEB上で表示される資料

情報

「図書」「電子」が同

時に検索対象となり

表示されます。利用

者と図書館員の利

便性に適います

（堺市立図書館様の事例より）
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収集・制作管理・公開：ＤＮＰグループの電子図書館サービス：メタデータ作成 作成例 写真

原資料

作成データ
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TRC MARC

908A 請求記号（別置）

909A 請求記号（分類番号）

910A 請求記号（図書記号）

911A 請求記号（巻冊記号）

902A 顧客コード

905A 納品番号

916A 予算区分

917A 禁帯区分 など

080A TRCMARCNo.

010A ISBN

251A タイトル

251F 責任表示

751J 著者紹介

377J 内容紹介

270A 出版者

270D 出版年月

121C 利用対象 など

書誌部 ローカル部

MARCは書誌部とローカル部のセットでOPACに取り込まれる

TRC MARC

約300万件の

データベース

図書館ごとの個別仕

様データベース

目次情報

著者紹介

内容紹介

―

―

出版年月

分類番号

出版社名

責任表示（カタカナ）

責任表示

タイトル（カタカナ）

タイトル

TRC MARC No.

目次

著者紹介

コンテンツ紹介

物理ファイルＵＲＬ

コンテンツ登録ＵＲＬ

発行年月日

下位ジャンル番号

出版社コード

著者名ヨミ

著者名

コンテンツ名ヨミ

コンテンツ名

コンテンツＩＤ

電子図書館の形

式に変換

電子図書館に必要な項

目を取り出す

TRC MARCから取り出した項目
電子図書館項目

※請求記号など各図書館に固有の情報はローカル部に登録される。

※現時点では、電子書籍（≒電子図書館システム）に固有の情報もローカル部で管理。

収集・制作管理・公開：ＤＮＰグループの電子図書館サービス（TRC MARCを中心に管理）
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収集・制作管理・公開：取組事例紹介(札幌市中央図書館)
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札幌市図書館札幌市図書館

収集・制作管理・公開：取組事例紹介(札幌市中央図書館)

電子書籍

地域情報

札幌市行政資料

市民の気付き＆利用促進

電子書籍 紙（リアル）

電子図書館 場（リアル）

地域活性化・産業創出

ハイブリッド型の新しい図書館サービス

○図書館の持つ課題・・・

＊ 冬場の積雪ゆえ利用が困難（障害者・高齢者だけでなく）

＊ 地場の版元多数、市広報誌も大部数だが認知度低い（リーチしない）

＊ 地域コミュニティの情報発信ハブを図書館が担えるか（検証）

【実証実験イメージ】
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収集・制作管理・公開：取組事例紹介(札幌市中央図書館)

地域独自資料：公共関連
地域独自資料：地元出版社等
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収集・制作管理・公開：取組事例紹介(札幌市中央図書館)

電子図書館にて保存・公開

広報さっぽろ

昭和25年（初号）～1304冊
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収集・制作管理・公開：取組事例紹介(札幌市中央図書館)

Webcat Plus
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①収集

・様々な情報を体系的に収集できるところは？

・今後ボーンデジタルが急増！ その対応は

・例えば、全ての図書館に電子納本制度を導入。

・集めるのではなく、集まる手法（制度）が必要

②制作管理

・何のために・どのような基準でデジタル化するか、曖昧なケースが多い。

→とりあえず予算がついたから、デジタル化だけ実施。

③公開

・アーカイブが構築できれば、次に公共図書館間で相互連携したい要望多数。

・まずは、縁のある図書館間で連携。引き続き、NDL、都道府県立と連携。

・一方で、著作権処理に苦労、知識不足。オプトアウトは？

様々な情報を収集、整理、長期間保存･管理、公開可能なのは図書館では。

収集・制作管理・公開：課題
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○電子化に伴い、図書館として、一般に広く流通していない郷土資料を電子化していくことは取り組んでいか

なければならないと考える。電子化の普及は、公共図書館の存在意義や意味を改めて見直すよい機会かもし

れない。

○地方の図書館、特に人口の少ない図書館、図書室では、まだインターネットによる検索や貸出もできていな

いところなので、電子化は当分の間困難ではないかと思います。まず、県立図書館で取り組み、それを活用

することから始まっていくと思います。

○貸し出しによる資料の紛失、破損等の心配がなくなり、非常に管理しやすくなると思いますが、地方におい

て資料の電子化が進まないのは財政の負担が大きいからだと思います。

○地方の小規模図書館では、今すぐ電子化へ向かう状態ではない。現図書館（紙書籍主体）での利用者サービ

スに努力している段階であり、情報サービス（インターネット、パソコン、ＣＤ・ＤＶＤ貸出、映像、音楽

の視聴設備など）の環境も整備されていない。また、電算化されていない図書館（室）もあり、さらに電子

化に要する費用の問題（一番重大）が起こる。

○図書資料費にも修理費にも爪の先に火を灯すような現状で、予算を確保できる市町村がどれくらいあるの

か？ できる環境の図書館が見本を示し、市民の声をあげてもらうことから始まるのかもしれない。

○電子化が進んでいけば当然のことながらそのメリットを活かした図書館の活動・事業が求められるし、図書

館員の質にも影響してくる。これからは電子端末やシステムに精通した人材が必要になる。

収集・制作管理・公開：公共図書館（館長・運営者）の声

図書館の声！
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日比谷図書文化館
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● 日比谷図書文化館の歴史

１９０８年 明治４１年、東京市立日比谷図書館として開館。

１９４５年 東京大空襲で全焼。

１９５７年 都立日比谷図書館として落成（現建物）。

２００８年 千代田区へ移管。

２００９年 指定管理事業として、日比谷ルネッサンスグループが受託。

２０１１年 １１月４日（予定）、リニューアルオープン。
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● 日比谷図書館のコンセプト

図書館機能

ミュージアム機能 文化活動・交流機能

アカデミー機能

４つの機能を融合、「図書文化館」という新しい概念の育成と活用を図る。

公共の施設として場所やサービスを提供するだけでなく、多彩なプログラムを積極的に展開
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階数 施設名 内容

１階

コンシェルジュカウンター 館内紹介のほか、区内美術館・博物館の案内

常設展示室

「環境・人間・都市」をテーマに、千代田の古代から現在までの歴史を区の文化財とともに

展示。

特別展示室

期間ごとにテーマを決めた各種の展示を行います（展示により入室は有料）。一般の方も利

用できます（利用は有料）

ショップ＆カフェ（library Shop＆Café Hibiya）
本に親しみながらカフェタイムを楽しめます。

２階 図書総合カウンター 本の貸し出しや返却、図書資料に関する相談を受け付けます。

２階

３階

開架書架

閲覧席スペース

４つのゾーンに分類して図書を配架します。また、情報メディアコーナーやアート情報コー

ナーなどを設置します。

４階

特別研究室

内田嘉吉文庫をはじめ、明治時代の和書等の貴重な古書を直接手に取って読めます。また、

同室内に設置する特別研究席は、読書や自主的な研究にも利用できます（利用は有料）。

小ホール（Studio＋＜スタジオプラス＞）
会議やセミナー、ミニコンサート等に利用できます（定員６０名・利用は有料）

会議室（セミナールームＡ・Ｂ） 会議や打合わせ等に利用できます（定員２４名・利用は有料）

交流支援室 館内や区内施設のイベントなどの情報を得るスペースとして利用できます。

地下

１階

大ホール（日比谷コンベンションホール） 講演会やイベント、会議等に利用できます（約200席・利用は有料）

レストラン（Library Dining Hibiya）
本を読みながら食事ができるくつろぎの空間を提供します。

日比谷図書文化館 館内概要

・・・・開館時間開館時間開館時間開館時間

１０時～２２時（土曜は１９時、日曜・祝日は１７時まで）

・・・・休館日休館日休館日休館日

毎月第３月曜日・１２月２９日～１月３日・特別整理期間

・・・・施設規模施設規模施設規模施設規模

地上４階・地下１階

・・・・蔵書数蔵書数蔵書数蔵書数

約１５万冊
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日比谷図書文化館 施設の概要 地下１階

コンベンションホール

ライブラリィ・ダイニング日比谷

２０４席配置。コンベンションほか、

会議や講演会、シンポジウムなど、

多彩なアカデミー機能に対応。

７５席配置のレストラン。

「本が読める落ち着いた大人の空間」。
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● 施設の概要 １階

特別展示室

ライブラリィ ショップ ＆ カフェ 日比谷

オープニング特別展 有料：300円
「団塊の世代。日比谷ふたたび」

常設展示室

江戸から東京へと発展する

都市の変遷と千代田の歴史を

多彩な展示手法でひも解く。

テイクアウトもできるカフェスペース１７席配置。

図書館に書店を併設。

日比谷図書文化館 施設の概要 １階 常設・特別展示 歴史民族資料館
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日比谷図書文化館 施設の概要 ２階３階 図書フロア

「まちづくりと情報・交流」

・新聞・雑誌

・まちづくり

・ビジネス

・キャリアデザイン

３階

総合受付カウンター

２階
「教養と創造・学び」

・アート

・文学

・カルチャー

・科学技術

・ライフスタイル

特別展示コーナー
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特別研究室

セミナールーム Ａ・Ｂ

小ホール

各定員２５席。

講座やミーティングなど、

多彩なアカデミー機能に対応。

定員６０席。六角形・二層吹抜けの、ユニークなスペース。

防音仕様でコンサートも可能。

内田嘉吉文庫を始めとする貴重な古書を、

直接手に取り、閲覧できる特別研究席を

設置。

自主研究などの個人利用にも有料で提供。

日比谷図書文化館 施設の概要 ４階 交流支援室


